













































































































































































































































































平均値 SD 倒伏程度 稈長
稈長 88.0 ± 28.5 0.741 1.000
N1 35.5 ± 10.5 0.415 0.369
N2 20.6 ± 5.2 0.771 0.837
N3 15.5 ± 7.9 0.411 0.784
N4 10.7 ± 9.1 0.400 0.811
最下位節地上高 4.9 ± 8.5 0.452 0.537
N4＋N5 15.6 ± 13.9 0.503 0.798







































































































































出 成 稈 穂 穂 全 収 比 千 品 等 有
品種名 穂 熟 粒 望
期 期 長 長 数 重 量 率 重 質 級 度
月日 月日 cm cm /㎡ kg/a kg/a ％ g
対はなの舞 7.31 9.17 89 18.8 446 169 76.0 100 22.1 4.0 2 －
GHd113 7.28 9.07 84 17.2 515 148 69.0 106 23.1 3.5 2 ×
GHd114 7.28 9.07 89 17.7 491 149 65.5 101 21.6 3.5 1 ×
GHd115 7.29 9.09 59 16.9 497 143 64.9 100 23.5 3.5 2 ×
GHd116 7.28 9.09 82 16.9 444 153 70.6 109 23.6 3.5 2 ×
対フクヒカリ 8.03 9.20 77 18.6 511 152 62.0 100 23.6 4.0 3 －
GH70 8.06 9.17 82 18.3 539 151 65.5 86 22.6 3.5 1 △
GH85 8.03 9.17 91 17.3 453 165 74.4 98 22.0 3.5 1 ×
GHd118 8.04 9.09 86 19.5 360 151 70.7 109 24.1 4.0 1 △
GHd119 8.02 9.27 63 18.7 457 151 70.1 108 23.7 2.5 1 ○
GHd120 8.04 9.16 84 16.9 424 152 58.8 91 24.1 6.0 3 ×
GHd121 8.03 9.16 79 20.0 457 170 77.9 120 22.0 4.5 1 △
GHd122 8.02 9.27 71 19.2 497 156 66.5 102 22.2 3.5 1 △
参あきたこまち 8.03 9.17 80 19.9 442 134 70.2 113 22.8 3.5 1 －
対コシヒカリ 8.09 9.18 92 16.7 453 156 64.9 100 21.7 3.0 1 －
GH62 8.10 9.17 75 17.7 371 145 64.3 104 22.3 2.0 1 ◎
GH66 8.10 9.17 97 17.9 431 148 56.5 91 21.4 3.5 1 ×
GH91 8.08 9.17 98 17.7 433 166 67.4 109 21.9 3.0 1 △
GH94 8.11 9.27 77 17.0 524 168 69.8 113 22.0 4.5 2 ×
対たかやまもち 7.31 9.06 79 18.6 502 156 53.7 100 19.4 3.0 1 －
GH糯133 7.27 9.01 79 19.3 504 153 67.5 126 22.9 3.5 1 ○
GH糯102 8.04 9.13 83 18.2 462 156 54.4 101 19.9 4.0 1 ×
GH糯99 8.05 9.12 82 17.9 500 155 58.1 108 20.1 4.5 2 ×
対ひだほまれ 8.03 9.09 77 19.7 354 162 66.1 100 25.7 4.3 2 －
GH酒134 7.13 9.09 83 20.5 369 150 62.7 95 24.9 3.5 1 ○
GH酒135 8.01 9.06 84 21.2 331 144 56.7 86 25.1 3.0 特 ○





出 成 稈 穂 穂 全 収 比 千 品 等
品種名 穂 熟 粒
期 期 長 長 数 重 量 率 重 質 級
月日 月日 cm cm /㎡ kg/a kg/a ％ g
対コシヒカリ 8.09 9.21 91 18.0 448 159 63.5 100 22.1 3.9 1.0
飛系70号 8.09 9.20 74 18.2 390 149 65.0 102 23.2 3.3 1.0
対たかやまもち 8.02 9.04 72 18.3 428 145 57.1 100 22.2 3.0 1.0
飛系糯72号 7.27 9.01 79 19.5 471 159 67.5 118 22.9 3.5 1.0
対ひだほまれ 8.06 9.12 78 20.1 331 169 63.5 100 28.6 4.5 特
飛系酒74号 7.30 9.04 86 21.1 358 153 64.5 102 26.4 3.8 特
品質:上上～下下の9段階評価．
b)特性検定．
障害の程度 穂 耐 葉 食 90%搗精 心白 醸
品種名 倒 葉 穂 発 冷 い 味 精 胚 発 心 造
伏 い い 芽 性 も 検 米 芽 現 白 適
も も 性 ち 定 白 残 率 率 性
ち ち 抵 (穀検) 度 存 (%) (%)
抗 場内 率(
対コシヒカリ 3.9 0.8 1.3 極難 極強 極弱 +0.400
飛系70号 0.0 0.9 0.9 極難 中 中 +0.600
対たかやまもち 0.7 0.0 0.4 易 弱 強 0.00 53.6 35.6
飛系糯72号 2.5 0.0 0.3 やや難 中 中 -0.33 54.0 31.2
対ひだほまれ 1.5 1.0 1.0 やや易 中 やや弱 70.1 46.2 あり






























品種名 出穂 成熟 稈長 穂長 穂数 収量 比率 千粒 品質 検査 倒伏 穂い ﾀﾝﾊﾟｸ 評
期 期 cm cm /m2 kg/a ％ 重g 等級 程度 もち 含量% 価
対 はなの舞 7.27 9.03 77 17.4 391 63.6 100 21.9 4.0 1 0.0 0.0 7.0 －
ゆめしなの 7.24 9.04 75 18.0 431 66.6 105 22.4 3.3 1 0.3 0.0 7.5 ◎
対 フクヒカリ 8.01 9.05 66 18.5 445 63.1 100 23.6 3.8 1 0.0 0.0 7.4 －
てんたかく 8.03 9.08 67 18.6 407 61.3 103 21.7 2.5 1 0.0 0.0 6.7 ○
参 ひとめぼれ 8.05 9.09 73 18.1 418 64.2 108 22.7 3.3 1 0.0 0.5 6.2 －
対 コシヒカリ 8.12 9.16 88 17.3 371 64.9 100 21.8 3.5 1 2.3 1.0 6.5 －
飛系70号 8.13 9.20 79 17.5 399 65.5 101 22.5 3.0 1 0.0 1.0 6.4 △
対 たかやまもち 7.31 9.03 68 17.6 371 60.1 100 20.8 3.5 1 0.0 0.0 －
飛系糯72号 7.29 9.05 74 18.5 406 66.3 110 24.0 2.8 1 0.5 0.0 △
対 ひだほまれ 8.04 9.10 76 19.3 311 64.0 100 26.8 4.5 1 0.0 0.0 7.1 －
































や石川農業短大 (三石 1982) により湛水土壌中直播栽培の研究や酸素供給剤カルパー粉剤
の種子粉衣等の技術開発が進んだ．1985年からはヘリコプターを利用した播種試験が開始





































試験区名 播種日 使用肥料および施肥量(窒素 ) 使用肥料の特性kg/a
：施用後 日で 溶出LP50 50 80%
４月 日 ( ) ( ) ：施用後 日間溶出抑制4/30 30 LP50 1.0 +LPS80 1.0 LPS80 40
５月 日 ( ) ( ) ( ) 施用 日までに 溶出5/10 10 LP50 0.4 +LPS80 0.2 +LPS60 0.2 80 80%
５月 日 ( ) ( ) ：施用後 日間溶出抑制5/20 20 LP50 0.4 +LPS60 0.4 LPS60 35
施用 日までに 溶出60 80%
第 表 成熟期調査および収量．6
試験区名 倒伏 稈長 穂長 穂数 有効茎 精玄米重 屑米重 千粒重 等級
cm cm / kg/10a程度 本 ㎡ 歩合％
4/30 0 67.5 19.1 270 93.4 371 62 0.8 22.2 1( )
5/20 0 70.8 17.9 300 80.4 397 67 0.8 21.8 1( )
0 73.8 18.0 446 75.0 595 100 11.3 20.8 2慣行 ( )
慣行区とは 植え移植栽培：施肥窒素量は基肥 ＋追肥 ( )．5/18 5.5kg 3.0kg /10a
第 表 被覆肥料の溶出率(％)．7
5/21 6/4 6/18 7/2 7/16 7/30 8/13埋設日 肥料名
4/30 LP50 11.3 21.9 37.4 66.4 78.9 81.4 88.2
4/30 LPS80 0.5 0.8 1.9 6.2 22.9 42.2 69.0
5/20 LP50 7.2 25.9 48.0 63.2 73.0 85.4



































































項 目 疎植(A) 慣行(B) 比(A/B)
単位収量(kg) 514 516 100
販売単価(円/kg) 291 291 100
祖 収 入(円) 149,574 150,156 99
生 産 費(円) 96,505 103,017 94
利 益(円) 53,069 47,139 113
(労働費)(円) 27,770 27,770 100
所 得(円) 87,838 79,980 110
販売単価は平成15年度のJA仮渡金を用いた.
第10表 湛水直播栽培の成熟期調査(加留 2004）．
稈長(cm) 穂長(cm) 穂数(本/㎡) 収量(kg/10a)






























(松尾 1952)，また稈の外径や挫折強度の大きい品種が強いことが知られている (瀬古 196
2，氷高 1968)．一方，ころび型倒伏は根と関係が深いことが指摘されている (寺島ら 199
2)．これまでに耕盤層に達する根が多い品種が倒伏に強いと推定する報告 (寺島ら 1994)

































各14％含有する緩効性肥料 (協同肥料社製，LP複合444) 10 kg/aを全量基肥で施用した．
その後代かきを行い，移植は6月12日に植え付け深度を1 cmとして1本植えで行った．条間1























スケット法 (中元・辻 1998) により冠根の伸長角度を測定できると考えた．そこで，この
3品種について，2001年の移植後7日に生育が中庸な7個体を調査株とし，根を切断しないよ
うにして株基の半径約9 cmの土壌を半球形に掘り上げ，これを直径17.8 cmのほぼ半球形の




る (寺島ら 1994) ことから，伸長角度ごとに0.9 mm以上の太い冠根について，ザル面の外
へ貫通している部分を，プラスチック棒を熱して回転させながら引き延ばして作成した0.9
mm，1.1 mm，1.3 mm，および1.5 mmの太さの基準棒と比較することにより，太さ別の本数
を調べた (1品種7個体)．冠根の伸長角度の測定にあたっては，あらかじめザルの口金の内
径の中央を中心として水平 (0ﾟ) ～垂直 (90ﾟ) を5等分する等高線状の線を外面に記して








水道水で満たしたコンテナ (幅×長さ×高さ：85×60×20 cm) 中で水面が土壌面になるよ
， ． ，う保持し 水中で根が自由に伸長できるようにした (1品種10個体) 播種は8月4日に行い
以降毎朝夕給水を行って水面の高さを保った．なお金属ネット外面には播種位置を中心と






除去し，基部から1 cmの位置での直径の最大部をレーザー測定機 (KEYENCE社製，LASER SC
AN DIAMETER LS－3100：本体，LS－3060T：計測部) により測定した．次に，この冠根の基






















は ころび型倒伏の少ない品種は 根の開張角が小さく根が太いとした (滝田・櫛渕 1983)， ，







品種名        2000年       2001年 平均値
       (N/穂数)      (N/穂数) (N/穂数)
コシヒカリ 0.66 ±0.07 0.47 ±0.10 0.56
キヌヒカリ 0.65 ±0.07 0.60 ±0.10 0.63
どんとこい 0.75 ±0.08 0.65 ±0.07 0.70
関東183号 0.71 ±0.11 0.71 ±0.12 0.71
朝の光 0.86 ±0.11 0.62 ±0.11 0.74
あそみのり 0.87 ±0.14 0.75 ±0.14 0.81
日本晴 0.91 ±0.13 0.89 ±0.14 0.90
ミレニシキ 1.00 ±0.13 0.83 ±0.10 0.91
西海210号 0.97 ±0.19 0.88 ±0.11 0.92
関東199号 0.98 ±0.16 0.90 ±0.12 0.94
関東205号 1.06 ±0.16 1.02 ±0.10 1.04
M401 1.41 ±0.22 1.49 ±0.29 1.45
密陽23号 1.27 ±0.19 1.66 ±0.24 1.46
和系67 2.22 ±0.29 1.61 ±0.17 1.91
IR24 1.74 ±0.24 2.23 ±0.25 1.98
タカナリ 1.84 ±0.37 2.13 ±0.23 1.98
Lemont 1.87 ±0.23 2.14 ±0.23 2.01
関東飼206号 2.44 ±0.27 2.25 ±0.30 2.34
関東PL12 2.45 ±0.23 2.36 ±0.46 2.40
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度を簡易に調べることができるバスケット法 (中元・辻 1998) を応用して，出穂後に伸長
角度別に直径別の冠根数を調べた．次に，新たに作成した深根切断用に孔をあけた板およ
び浅根切断用の円筒により一部の角度域の根を切断し，その直後に耐ころび型倒伏性と密



















バスケット法 (中元・辻 1998) によって冠根の伸長角度を調査するため，試験区の端の
条から生育が中庸な7個体を調査株とし，移植後3日に前節のと同じ方法で，株の周囲の半
径約9 cmの土壌を掘り上げて口金の内直径17.8 cm，直径9.6 cmの円形の底面を持つ深さ7.
































































場表面で約1 mm程度であった (第10図)．測定時の土壌は硬く，足跡の深さは1 cm程度であ
った．
(3)耐ころび型倒伏性を異にする6品種における浅い角度に伸長する冠根の切断の影響
， ， ， ，供試品種は 耐ころび型倒伏性が弱い朝の光および日本晴 強い関東飼206号 タカナリ
IR24およびIRRI (国際稲研究所) の標準品種であり栽培特性に優れ，耐ころび型倒伏性が


























































伸長角度 　　　　冠根数　 (％) 冠根直径 冠根数×冠根直径
(本) (mm) (本・mm)
0～18ﾟ 17.1 ±4.8  (13) 1.06 ±0.06 18.1
18～36ﾟ 38.6 ±4.0　(29) 1.17 ±0.05 45.2
36～54ﾟ 56.0 ±7.3  (42) 1.23 ±0.06 68.9
54～72ﾟ 18.0 ±3.4  (14) 1.25 ±0.10 22.5























































































































土壌中に播種する方法 (下坪・冨樫 1996) や中干し等によって土壌密度を高くすることが
有効 (寺島ら 2003) なことが知られているが，耐ころび型倒伏性の高い品種の育成も重要
である．効率的に耐ころび型倒伏性をもった湛水直播栽培用品種を育成するためには幼植
- 49 -
















































































































































































































   2003年測定．平均値±標準偏差 (n＝14)．
   同一品種内の同一のアルファベットはFisher's PLSDにより5％水準で




















































   2003年測定．平均値±標準偏差 (1株内の平均値数をnとしてn＝9)．
   同一品種内の同一のアルファベットはFisher's PLSDにより5％水準で





























































































































































































から10 cmの深さまで約100 gずつ採取し，500 gとして一つにまとめたものを風乾して分析
した．圃場からの土壌の採取方法は以下の試験も同様である．また同年6月26日に葉脈間黄
化発生圃場の4箇所から土壌を採取して硝酸態窒素濃度とリン酸吸収係数を測定した．土壌
分析はCECのみ全農型土壌分析法 (藤原ら 1996，1998) により，これ以外の分析項目は定
法 (北海道立中央農業試験場 1992) によって行った．
(2)第3作における作物体および土壌分析











































pH EC　 Ca Mg K ﾄﾙｵｰｸﾞP CEC NO3-N リン酸吸収係数
(KCl) (mS) 交換性(mg/100g) (mg/100g) (meq/100g) (mg/生土100g) (mg/100g)
対照 6.5 0.1 426 71 54 4 39.5 - -































Ca Mg K P N Fe Mn Zn
(乾物重mg/g) (乾物重mg/kg)
緑色葉 0.8±0.1 1.5±0.2 10.3±0.5 0.6±0.1 5.8±0.5 25±12 38±13 47±9
黄化葉 1.0±0.2 1.8±0.3 10.2±0.6 0.6±0.0 4.6±0.2 46± 8 10± 2 45±9










pH EC Ca Mg K ﾄﾙｵｰｸﾞP NO3-N Mn CEC
(H2O) (ms) 交換性 (mg/100g) (mg/100g) (mg/100g) (mg/kg) (meq/100g)
対照圃 6.5 0.7 691 126 135 37 33 145 43.6
黄化株 6.5 1.1 880 129 130 11 56 20 35.0








































































































































































A-1 16 59 5 6 9 43 0
A-2 1 1 0 0 0 0 2
B-1 89 9 13 8 22 29
B-2 94 8 38
C-1 0 2 24
A-1 10～15cmA 0 0 0
A-1 20～25cmA 0 0 0
A-1 10～15cmB 0 0 0
A-1 20～25cmB 0 0 0
A-1周辺 1 0 0 0 0 0 0











第 図 飛騨市河合町内の圃場の土壌約 中におけるコナダニの捕獲数の推移．21 400g


















































































圃場 薬剤 被害率 薬剤 被害率 薬剤 被害率 薬剤 被害率
A-1 D,DD 20 C 0 F 0 DD 0
A-2 D,DD 80 C,F 0 F 0 DD 0
B-1 D,DD,F 0 C,DD,F 0 DD 5 DD 0
B-2 D,DD 50 C,DD,F 0 DD 0 － －
B-3 D,DD 0 C,DD,F 0 DD 10 D,DD 30
C-1 D,DD 0 C,F 0 F 0 － －
C-2 D,DD 60 C,F 0 F 0 F －




























































れもコナダニを増殖させるものと考えられた．これは ( ) ，春日らKasuga and Honda 2006




























， ， ， ，×140mm 以下に使用したものも同様) 入れ 水を40mL加えた後 濾紙 (東洋濾紙社 No.9
以降の試験に用いたものも同様) を水で濡らし，その半面に粉末乾燥酵母 (アサヒフード
アンドヘルスケア社製，以降の試験で用いたものも同様) 0.01gを薄く均一に撒いて半分に












































10/7 10/14 10/21 10/27 11/4 11/25
石灰窒素処理 20 23 4 2 0 0






処理番号 成 幼 合計 成 幼 合計
1 15 1 16 2 0 2
2 3 0 3 0 0 0
3 7 0 7 0 0 0
4 0 0 0 2 0 2
5 6 1 7 0 0 0
6 6 0 6 0 0 0
7 0 0 0 0 0 0
8 0 0 0 0 0 0
9 4 0 4 1 0 1
10 2 0 2 0 0 0
平均値 4.3 0.2 4.5 0.5 * 0.0 0.5 *







処理前(2/2) 成 9.6 ± 6.6 12.2 ± 8.4 なし
幼 12.2 ± 12.0 3.4 ± 2.1 なし
合計 27.3 ± 16.9 21.1 ± 10.6 なし
3日後 成 2.5 ± 2.4 10.8 ± 7.3 **
幼 0.2 ± 0.4 3.2 ± 1.6 ***
合計 2.7 ± 2.5 14.0 ± 8.0 ***
7日後 成 1.5 ± 4.1 9.4 ± 8.4 *
幼 0.2 ± 0.6 1.2 ± 1.3 *














































粒剤 (中尾 2000) との比較で行うべきであり，更なる検討が必要でろう．
2)ホウレンソウケナガコナダニに対するフルフェノクスロン乳剤の防除効果．
ホウレンソウの難防除害虫であるコナダニにはDCIP粒剤やDDVP乳剤の効果が高いことは









していることが確認されている土壌8 kgをプラスチック製の肥料袋 (縦横：54×35 cm)
に採取した．同11月1日に，この肥料袋の中に濾紙トラップ (春日 2005a) を30枚を入れた
ポリ袋 (縦横：338×233 mm) を，大きく開口するように置いてコナダニを採取し，そのま
ま増殖させた．12月4日にコナダニを増殖させたトラップを10枚取って実体顕微鏡 (オリン
パス社製 SZH10) によって観察し，0.5 mm芯のシャ－プペンシルの先を用いて比較しなが
ら，トラップ上で増殖したコナダニのうち，体長が10 mm未満のものを潰して殺し，残った
成熟齢と考えられるコナダニの数を数えた．DDVP乳剤1000倍液およびフルフェノクスロン
乳剤4000倍液を別々の100 mLの噴霧容器 (商品名：トリガーPEボトルSP-100 大沢ワックス
社製，1回押すと0.36 mLの水溶液が噴霧できる) に入れ，トラップをピンセットでつまん
で表裏それぞれ5回ずつ噴霧した．トラップは処理別にポリエチレン製チャック袋 (縦×横










































12/4処理前(頭) 8.4 ± 2 6.6 ± 2.8
以下生存率 (％)
12/11 51 ± 35 4 ± 5
12/18 23 ± 18 0 ± 0




調査日 0.3mm以上 0.3mm未満 合計
1/19 処理前(頭)
無処理区 8.2 ± 3.8 8.2 ± 3.8
処理区 10.6 ± 3.1 10.6 ± 3.1
全齢処理区 10.3 ± 2.9 － － 10.3 ± 2.9
以下生存率 (％)
1/26 無処理区 98 ± 58 23 ± 22 121 ± 64
処理区 30 ± 27 5 ± 12 35 ± 26
全齢処理区 35 ± 30 2 ± 5 37 ± 32
2/2 無処理区 109 ± 91 37 ± 46 139 ± 137
処理区 7 ± 9 1 ± 2 8 ± 10
全齢処理区 6 ± 10 0 ± 0 6 ± 10
2/9 無処理区 141 ± 140 141 ± 180 282 ± 258
処理区 1 ± 3 0 ± 0 1 ± 3
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Studies on the High Quality Agricultural Production and the Extension in
Hilly and Mountainous Areas of Northern Gifu Prefecture
Isao Sakata
Lodging of rice cultivar "Koshihikari" in production fields of the hilly and mountainous
areas in northern Gifu prefecture was studied. It showed that the degree of lodging
correlated with the second internode's length and lower internode's length was not highly
correlated, but its decrease of breaking strength affected lodging.
Breeding of new cultivars with high yield and high quality adapted in this area was
attempted by crossing, selecting of pedigrees in F4 generation and yielding and
characteristics testing. Non-glutinous rice Hikei 70 with high taste and high quality, waxy-
rice Hikeimoti 72 with high yield and low germ remaining rate and sake-brewer rice
Hikeisake 74 with brewing adaptability were developed. Through performance tests for
recommendable varieties in Gifu prefecture, some promising cultivars as Hitomebore and
Tentakaku were also selected.
The extension of rice direct sowing in Gifu prefecture was studied. Direct sowing could
results into low cost, but actually it had not been accepted because of the troubles of
weeding, low germinating rate, and root lodging. But development of "shooting-hill seeder"
and other technology enabled this method in some areas of Gifu prefecture. Non-tilled
direct sowing culture was not practical because of much water loss and bird damage.
Selecting method of rice varieties for direct sowing was studied. Among typical Indica
and Japonica varieties, Kanto PL12 was selected as a lodging-resistant variety, M401 as
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a moderately resistant variety, and Kinuhikari as a sensitive variety. The number of crown
roots growing in a shallower direction (0 18 ) at 10 days after heading was highest in～ ﾟ
Kanto PL12, followed by M401 and Kinuhikari.
The growth angle of crown roots was measured by basket-method and was divided
from 0 (horizontal) to 90 (vertical) at 23 days after sowing. The lodging-resistanceﾟ ﾟ
can be evaluated by the number of crown roots growing at an angle between 36 andﾟ
54 or pulling strength of the thick roots of the seedlings.ﾟ
The number and diameter of the crown roots of M401 growing at various angles were
measured The effect of pruning of the crown roots growing at 0 - 36 and between 0 -． ﾟ ﾟ ﾟ
54 were examined in the six cultivars with different root lodging resistance. Bothﾟ
experiments also confirrmed that the crown roots growing at an angle between 36 andﾟ
54 greatly contributed to support the rice shoot in high root lodging-resistant cultivars.ﾟ
Lodging resistance was highly correlated with the breaking resistance at the basal part
of the above-ground of the seedlings. Pushing resistance was highly correlated with
breaking resistance of the basal stem at any time after heading. Thus, it is considered that
the lodging resistance in ripening stage of varieties can be evaluated by the breaking
resistance at the basal part of the above-ground of the seedlings.
Manganese deficiency of the Andosol in northern part of Gifu prefecture was studied. It
caused the yellow spot in spinach in Takayama city, Takane-cho. Strong adsorption ability
of the Andosol promoted manganese lacking in spinach.
The increase and decrease of (Acari) in the soil of spinach farmTyrophagus simils
through the year and prevention of the damage was studied. With the use of a trap, the
number of (Acari) present in the soil of production fields through theTyrophagus simils
year was examined. Acari increased rapidly through the use of manure of raw, organic
matter. It could be lowered in numbers through the removal of green house roofs during
- 104 -
the planting period.
The control of (Acari) by calcium cyanamide was attempted. ItTyrophagus simils
shows that acari never avoids calcium cyanamide and that calcium cyanamide kills acari,
but not speedily. The control by Flufenoxuron was also attempted. Flufenoxuron was not
effective to mature acari, but effective to eggs and infants.
In conclusion, the author believes that some urgent problems in the agricultural
production fields of the hilly and mountainous areas of northern Gifu prefecture were
solved directly through these studies.
